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父親の罪:IbsenGhosts,MelvillePL'erreの場合

平 良 柾 史

Ⅰ､序

柏ついで発表 したBrand,Peerq′nEが好評を博 し､一躍北欧文壇の巨星

として登場 した Ibsenは､1877年､79年に発表 したPillarsofSocleEy,A

DoLl'sHouseで劇作家としての地位を不動のものとするとともに､西洋近

代劇の父といわれる評価を受けることになる｡ ADoltSHouseは女性の独

立解放という問題を痛烈に提起 して全世界に衝撃を与えたのであったが､

その 2年後に出た Ghostsは､虚偽の結婚生活､道楽をきわめた父親U'性

病 を遺伝 と して受 けつ ぎ肉体的､精神的破滅へと向かう息子-等､

"soclalDISeaSe"に視点をすえ､家庭の崩壊をするどく描くことにより､

前作におとらぬ､否､むしろそれ以上の衝撃を社会に与えたのであった｡

その衝撃性ゆえに社会からは排撃された面もあったようであるが､John

Gassnerが､"ButitisGhoststhatmadeIbsenthemostlnfLuentlaldra-
1

matlStOfthemoderntheatre" と言うごとく､GhostsはADolrsHouseと

ともにIbsenを近代劇の "themostinfluentialdramatlStMたらしめた傑作

といえよう｡

一方､南太平洋ヌクヒ-ヴァ島で食人種タイビーとともに過ごした体験

をもとに書いた作品 Theeの爆発的人気で､一躍アメリカ文壇に登場する

Melvllleは､その後 あいついで Omoo,Mardl,Redburn,Whue-JackeEを世

に出し､そして1851年に著 した傑作 Moby-DICkによって作家としての地位

を不動のものとする.翌1852年に発表 されたPierreは､これまでの海洋

を舞台としてきた Melvllleが一転､陸上を舞台に､理想主義に燃える青
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年 Pierreの崩壊する過程を描くという重苦 しい物語りとなっている｡

Ibsenと Melvllleは19世紀のほぼ同時代を生きた作家ではあるが､両

作家が文学的交流をもった痕跡はないし､またそれぞれの作品をどれほど

読み､あるいは知っていたのかも定かではない｡しかしながら､大西洋を

はさんで19世紀を代表する両作家の作品､GhostsとPierreには戯曲と小説

の違いこそあれ､登場人物､プロット展開にかなりの類似があり､それを

見ていくのもまた興味あることだと思われる｡この小論では､父親の罪が

Oswald,Pierreの破滅をもたらす過程の分析を中心に GhostS,Pierreの両

作品の類似性を論 じてみたい｡

Ⅱ.Ghosts:Oswaldの崩壊

三幕からなるこの GhosEsは､パ リ遊学中の息子 Oswaldが帰省している

Alvlng家の邸宅を舞台にくり広げられる｡亡夫 CaptalnAIvlngの社会的

名声をいだいて暮 しているMrs.Alvingにとって､一人前に成長 し､芸術

家への道を歩む息子 Oswaldへの期待は大きいものがあった｡亡夫の遺産

をもとに孤児のための施設､Orphanageを建設 し､その開所を目前にひ

かえて､かつて彼女の結婚をとりもった牧師 PastorMandersが AIving

家 を訪 れ る｡ Mandersが "TheorphanagelStObeconsecrated,asit

were,toahigherpurpose"Zと言うごとく､崇高な目的のもとに建立され

る Orphanageとともに､Alvingの､そして Alving家の社会的立場も確

固たるものであった｡ しか しながら､後には Chamberlainとなるなど､

社会的地位､名声を得ていたと思われるAIvlngにも以外な秘められた過

去のあったことが､ MrsAIvingの Mandersとの会話で明らかとなる｡

AIvingは道楽の限 りをつ くし､放将な生活を送っていたのである｡結婚

後はどなくその事実を知った彼女は家をとび出してしまう｡状況､動機の

違いこそあれ､このあたりの Mrs.AIvingは前作 ADolrsHouseの Nora

の軌跡を踏襲 しているかに思われる. しか しながらIbsenは Ghostsにお

いては､牧師 Mandersを配することによりNoraの軌跡を逆転 し､ Mrs
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AIvlhgを家庭に引き戻すことに成功する｡

Manders:Doyourememberthatlessthanayearof

marrledllfe,youstoodonthevergeofanabyssフThat

youforsookyourhouseandhomeフThatyoufledfrom

yourhusband?Yes,Mrs AIving- fled,fled,and

refusedtoreturntoh上m,howevermuchhebeggedand

prayedyouヲ

Mrs.AlvingHaveyouforgottenhowInfinitelymlS-

serableIwaslnthatflrStyearヮ

Manders Wehavesimplytodoourduty,Mrs.

Alvlng!Andyourdutywastoholdfirmlytothemanyou

hadoncechosen,andtowhomyouwereboundbythe

holiesttleS(p 16)

妻の義務とは､いかなる状況であれ､いったん選んだ夫にしっかとしがみ

ついていることであり､さらには神聖なきずなでもって彼と結ばれている

ものであるとMandersはMrsAlvlngを説きふせたのであった｡ Noraに

夫､子供､家庭を捨てさせ､妻であるまえに一個の人間であるという､ま

さに婦人解放のテ-マを前作 ADoltsHouseにおいて描いたIbsenのなん

という鮮やかな転向であろうか｡ しか しなが ら Ghostsにおける悲劇 は

MrsAlvingが家に戻 り､Alvingとの生活を続けることから派生すること

を考えると､結局のところNoraを逆説的に描いただけで､ADoll'sHouse

にみられるIbsenの視点は本質的には何 ら変わってはいないと言えよう｡

その点か らすれば､ Gassnerが "GhoStSWaSalogicalsequeltoADolts

Hous〆 といっているのもうなずけよう｡

夫のもとにもどった後の MrsAlvlngはみ じめであった｡

Mrs.Alvlng･Thetruth㌔thatmyhusbanddiedjustas

dissoluteashehadlivedallhlSdays.

Manders:(Feelingafterachair)whatdoyousay?

MrsAIving:Afternineteenyearsofmarrlage,aS

dlSSOlute- inhisdesireatanyrate- ashewasbefore

youmarriedus.(p 17)

つまり､Alvlngは結婚後､その死までの19年間､その放蕩性は全 く変わ

- 67 -



ることはなかったのである｡そして AIving家で女中として働 くReglna

は実はAIvingの私生児なのであった｡この事実を知らされたMandersは

さすがにがく然となる｡表面上､Alvingが社会的地位､名声を得ていた

だけに MrsAIvlngの苦悩はなおさら大きいものがあった｡苦悩とともに

彼女は夫の実体を完全に隠ペいする｡

Mrs Alving ihad to struggletwiceasha止

flghtlngaSthoughforlifeordeath,sothatnobody

shouldknowwhatsortofmanmychild'SfatherwasAnd

youknowwhatpowerAIvlnghadofwlnnlngPeOple's

heart.NobodyseemedabletobelleVeanythlngbutgood

ofhim Hewasoneofthosepeoplewhosellfedoesnot

blteuponthelrrePutatlOn (p 18)

Orphanageの建設も､実はAlvlngの名声を保持 し､世間の風評をおさえ

るための彼女の涙ぐましい努力のひとつであったし､また息子 Oswaldを

親元 を遠 く離れ､パ リへ遊学へ出 したの も "Itseemedtomethechlld

mustbepoisonedbymerelybreathingtheairOfthlSPOHutedhome"(p

18)というごとく､息子が汚れた父親の悪影響を受けつぐことへの恐れか

らであった｡事実､彼女が､ "Andbesides,ihadoneotherreasonlwas

determlnedthatOswald,myownboy,ShouldlnherltnOthlngfrom hlS

father"(p18)というとき､それは夫の汚点が一点たりとも息子の身にふ

りかかることを許容 しない彼女の強い姿勢があらわれているといえる｡し

か しながら､ MrsAlvlngのそのような努力にもかかわらず､Oswaldは

すでに父から致命的な ｢罪｣ "theSln"を受けついでいた｡パリで医者よ

り "Therehasbeensomethingworm-eateninyoLlfromyourblrth,"そして

又､ "TheslnSOfthefathersarevISiteduponthechlldrell"(p25)との診断

を受 けた彼 は心身 ともに破 れ果て､傷つ き帰省 していたのである｡

"Mother,mymlndlSbrokendown-rulned-Ishallneverbeabletowork

agaln!"という彼の母への言葉は如実にそれを物語っている｡第三幕も終

幕に近く､夜明けを前に Oswaldが息も絶えたえに ｢太陽｣を求めて母の
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足元にくずれ落ちるのは､父親の uSin"が完全に息子を支配､そしてそれ

が結局家の崩壊へと結びついていくという悲劇を象徴 しているといえよ

う｡

OswaLd Mather,glVemethesun

MrsAIvlng･Whatdoyousay7
0Swald Thesun Thesun

MrsAlvingOswald,whatlSthematterwithyouフ (p.

33)

日もうつろに､自らの足元にちぢみこんでいくOswaldを目の前にして

MrsAIvlngは絶望かつ恐怖の叫びを発するのである｡

Mrs.Alving WhatlSthlS?OswaldIWhatlSthematter

withyou70swaldIOswaldlLookatmelDon'tyouknow
meフ

Oswald:Thesun- Thesun

MrsAIvlngIcan'tbearitllcan'tbearitlNeverlWhere

hashegotthemフHereTNo,no,not- no,no7

0swald:Thesun- Thesun (p 33)

oswaldが叫ぶ ｢太陽｣とは彼がふところにかくし持つ毒薬をさしている

のであるが､それは同時に彼自身の現実の苦痛の終えんと来世における希

望としての ｢太陽｣を求める彼の悲痛な叫びであるといえよう｡そしてそ

の息子を前に､母親 MrsAIvingが唯一なしうる手段は自らの手で息子に

この毒薬を与えることのみであり､まさに悲劇の大団円といえよう｡

Ⅲ.pierre:Pierreの崩壊

pwreはス ト-リーの展開上､前半部のSaddle Meadowシーンと後半

部のNew Yorkシーンの二部から構成されている｡

神聖かつ美 しい父親のイメージをいだいて名誉ある家名と広大な家屋敷

をうけつく･Plerreの SaddleMeadowでの生活は､敬慶でかつプライ ド

高い母親 MrsGlendinnlng,そして美 しい婚約者 Lucyとともに幸福その

もの LT･あった｡ CharlesMoormanはSaddleMeadowをアメリカのエデ
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ンと評し､"Plerre,innocentandhlgh-splrited,standsguardedbyhlS
4

heritageandhisfeudalworldlnthemistofanAmericanEden" と言 うの

であるが､緑に囲まれ広大で美 しいSaddleMeadowはまさしく没落以前

のエデン､そしてそこに住む罪を知 らぬ純真無垢な青年 Plerreはまさに

没落以前のアダムであったといえよう｡しかしながら､このような地上の

楽園も､神秘的な黒髪の女性 Isabelの侵入によりもろくもくずれてしま

う｡ Isabelは彼の父 Glendinningの私生児であることをPlerreに告げ､

姉であることを認めるよう訴える｡

"PlerreGlendlnnlng,thouartnottheonlychildofthy

father,intheeyeofthesun,thehandthattracesthlSIS

thysister'S,yes,Plerre,isabelcallstheeherbrotheレ～
ーherbrotherl

神聖な父親のイメージは完全に崩れさり､苦悩の末､PlelreはIsabelを

その不幸な境遇から救う決意をする｡

Oh!Isabel,thouartmysISter,andiwilllovethee,and

protectthee,ay,andowntheethroughall (p.91)

家名を重ん じ､亡夫の汚れの無 さ"spotless"を心の支えとして生きる母

Mrs.Glendlnnlngがそのような事実を受け入れることのないことを確信す

るPlerreは､彼女の誇 りを奪わず､なおかつ Isabelをその不幸な境遇か

ら救う唯一の手段として Isabelとの偽装結婚をすることになるO激昂 し

た母は Pierreを勘当､彼は IsabelとともにSaddleMeadowをはなれ､

ニューヨーク市へと旅立つのである｡ Pierreのこの SaddleMeadowか

らニューヨーク市への旅立ちはまさにエデン喪失の神話､すなわちアダム

のエデン追放を象徴 しているといえよう｡

物語 りの後半部を占める大都市ニューヨークでの Plerreの生活は､ナ

イーブな彼にとってはまさに残酷そのものであった.生計を立てるべく小

説を書くのであるがそれもうまくゆかず､彼を援助してくれるはずであっ

た従兄の Glenは､それどころか逆に Pierreを裏切ってしまう｡ Plerre

にとってニュ-ヨ-クでの生活はすべてが裏目に出てしまう｡絶望の中､
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"thefoolofTruth､thefoolofVlrtue,thefoolofFate,nowqultSyeforever

(p400)と叫び､Pierreは従兄の Glenを射ち殺 してしまう｡牢獄のPier-

reを訪れるかつての婚約者 Lucyは､Isabelの口から彼らが姉弟であっ

た事実を聞かされ､驚きのあまりPlerreの足元にくずれ落ち､息絶えて

しまう｡ Plerre,Isabelもかねて用意 してあった毒薬をあおりLucyのあ

とを追うように息絶えていく｡

she 〔Isabeり felluponPlerre'sheart,andherlong

hairranoverh上m,andarboredhim inebonvines.(p

405)

暗い牢獄の冷い床上には三人の屍が悲 しく横たわっているだけであった｡

Ghosts終幕において､Oswaldが毒薬によって自らの死を求めると同様､

pierreをはじめとする主要人物たちの毒薬による死はこれまたまさに悲

劇のcatastropheといえよう｡

N.Oswald,Pierreをとりまく人物構成

これまでⅡ､Ⅲで述べた両作品の梗概から､両作品において父親の

"sin"が息子の運命を破滅へみちぴぃていくというプロットの展開はきわ

めて類似 したものとなっていることは明白であろう｡Oswaldが医師より

"Thesinsofthefathersarevisiteduponthechildren"と言われるその同

じ言葉が Pierreにおいてはいみ じくも牧師 Falsgraveの口から述べられ

るのである｡

次にOswald,Plerreの崩壊をとりまく主要キャラクタ-の類似性をみ

ていくことにする｡

(1)Mrs.AlvingとMrs.Glendinning

MrsAlvingが完壁なまでに夫の "Sln"を隠ペいするのは､息子への悪

影響の危供もさることながら､世間の風評に対する抵抗のあらわれであり､

亡夫の遺産による孤児院 Orphanageの建設は世間の風評を抑える有効な
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手段であった｡ "SotheOrphanagewastodeadenallrumorsandsetev-

erydoubtatrest"(p.18)というMrsAIvlngの言葉にはっきりとそれをう

かがい知ることができよう｡亡夫の名声がたとえ虚偽のものであったにせ

よ､その名声を堅守するのは結局､彼女自身のプライ ド､そして家名の固

持ということになるであろう｡Mandersが言う"duty"の名のもとに､いっ

たんとび出した家へ戻るのも結局､彼女自身の名誉の保持と虚栄心がその

底流となっていよう｡そ してその視点か ら見 るな らば､彼女は Mrs

Glendinning像ときわめて類似 してくる｡ Isabelの出現のあと､ Plerre

の母はかくのごとく表現される｡

Then,high-up,andtowering,andall-forbiddlngbefore

PlerregrewthebeforeunthoughトofwonderfuledlflCeOf

hlSmOther'simmenseprideofaffluence,herprideof

purity,and allherprldeofhigh-born,reflned,and

wealthy Llfe,and allthe Semlramlan prlde of

woman (p 115)

夫の放将な生活実体 は MrsGlendlnnlngの知 るところとまではいたらな

かったけれども､高貴な生まれで種々のプライ ドを合わせもつ彼女には､天

のそのような実体は認められないことであり､またよしんばそれを知らされ

たとしても､認めるはずもなかった｡以下の Plerreとの会話がそれを如実に

物語っている｡ Pierreは一般論として父の不貞を次のように述べる｡

"･ForInstance,ShouldIhonormyfather.lf1knowhim
tobeaseducerフ"

母親は顔を赤 らめ､半ば身を起こし次のように言う｡

"Plerre!PlerrelTherelSnOneedoftheseargumentatlVe

assumptlOnS You lmmenSely forgetyourselfthlS

mornlng"(p 130)

Pierreが結局破滅することになるIsabelとの偽装結婚 も､彼女のそのよ

うな名誉と家名に固執する不寛容性にあったといわねばなるまい｡
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(2)pastorMandersとRev,Falsgrave

GhoStSにおける牧師 MandersはAIving家の親 しい友であり､良き相

談者として劇中主要な位置を占めているのであるが､ Pierreの中の牧師

Falsgraveも同様な立場にある人物といえよう｡MrsAlvingの結婚をと

りもち､結婚後の彼女の苦 しみを聞いてやるのもMandersであれば､一

方､ Pierreの Isabelとの偽装結婚後､失意落胆の極にあるMrsGlen_

dlnningの話 しを聞いてやり慰めるのもFalsgraveであった｡しかしなが

ら､良き理解者であったはずの Manders,FalsgraveともにMrsAlving,

MrsGlendinningの危機的状況を救うには全 く無力であった｡ Manders

は確かに､ MrsAlvingに女性としての徳を説き､家庭に戻 らせるし､

Orphanageの建設にさいしても尽力するのであるが､･Alvingの実体が彼

女の口から明かされたあと､彼女の苦 しみ､そして父の "Sin"を背負う

Oswaldの苦悩､そのいずれの救済においても全くなすすべを知らないの

である｡そしてその無力性はMandersの助言により保険をかけてなかっ

たOrphanageが火災により消失 し､無に帰 してしまうことに象徴される｡

同様のことが Falsgraveにもいえるのである｡ Plerreの Isabelとの結婚

というショッキングな事実を前に､失意のどん底にある MrsGlendln-

ningに対し､Falsgraveはなすすべもなく逃げてしまう｡

"ItlSthehourofwoetothee,andlconfessmyclothhath
noconsolatlOnfortheeawhllePermltmetOWlthdraw

fromthee,leavingmybestprayersforthee,thatthou

maystknowsomepeace,erethlSnowShuトoutsungoes

downSendformewheneverthoudesirestme- MayI

gonow?"

そのようなFalsgraveに対 し､ MrsGlendinnlngは失望 し､彼の無力さ

を非難する｡

"Begonelandletmenothearthysoft,mlnClngVOice,

whichlSanlnfamytoaman!Begone,thouhelpless,and

unhelplngOne!" (p.227)
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救済の立場に立つべき牧師が､ともに無力でそして逃避 してしまうのは､

両作品における大きなアイロニーであるといえよう｡

(3)Mr.AJvingiMr.GIendinning

Pierreの父親､MrGlendlnnlngは次のように表現される.

WhenPierrewastwelveyearsold,hlSfatherdied,

leavlngbehindhュm,lnthegeneralvoICeOftheworld,a

markedreputationasagentlemanandaChristlan,1nthe

heartofhislife,agreenmemoryofmanlyhealthydays

ofundoubtedandjoyfulweddedllfe,andlntheinmost

soulofPierre,thelmpreSSIOnOfabodilyformofrare

manlybeautyandbenignity,onlyrivaledbythesup-

posedperfectmoldinwhlChhlSVlrtuOuShearthadbeen

cast. (p.93)

上記の引用にみられるように､ Pierreの心に残る父親のイメージは一点

の汚点もなく､神聖かつ美 しいものであった｡又､ "amarkedreputatlOn

andaChrlStlan"と表現されるごとく､社会的地位､名声をもかちえてい

た.これは GhostsにおけるAIvlngが "Hewasoneofthosepeoplewhose

llfedoesnotblteuponthelrreputat10n"(p 18)と表現されているように､

彼が地域の人々の心 をとらえ､かつ名声をえていたこと､そして Man-

dersが "IcanseethathlSfatherstandsbeforehimasanIdeal"(p20)と

いい､ さ らに Oswaldに向って "Youhaveinheritedthenameofan

energestlCandadmirableman"(p.15)というごとく､ Oswaldにとって

父親が尊厳ある理想像として映っていたことと軌を一にするo

Alvlng,Glendinningともに作品中すでに死亡 しており､直接登場する

ことはないのであるが､両者の生前の全 く同一の "Sln"が黒い影となって

作品全体をおおい､息子の破滅､そして家の崩壊をもたらすという点､又､

それぞれの息子の心に残る彼らのイメージが理想的な美 しいものであり､

さらに社会的名声をえていたという点で､両者は作品中全く同一線上に位

置する人物となっている｡そして両者の表の理想像の裏にひそむ､息子を
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破滅へとみちびくあの放将かつ欺輔的人間像､すなわち二重人格性が両作

品の悲劇性をよりいっそう増幅 しているのである｡

Ⅴ.oswald,Pierre:受難のキリス トのイメージ

これまで､Ghosts,Pierre両作品における父親の "Sin"がそのそれぞれ

の息子に影響を与え､かつ崩壊せしめるというプロット構成､そして人物

構成の類似性をみてきたわけであるが､両作品で"TheslnSOfthefathers

arevISlteduponthechildren"と述べられているごとく､家系の中で継承

されていく"Sin"は両作品の底流をなす "Controllingmetaphor"であり､

そしてその "Sin"を背負い崩壊する若きOswald,Pierre像は受難のキリ

ス トのイメージと重なってくる｡ Oswaldの苦難に関 して､ BrianJohn-

sonが､

ThisChrlSt-1dentltylSgrlmlyparodledlnthefactthat

hemustatoneforthegulltofthepast,mustsuffera

splrltualbreakdownthatisllkeacruciflX10n.b

と評 し､キリス トの受難のパロディーであると言っているのであるが､父

親の "Sin"を原罪の象徴 と してとらえれば､作品 Ghostsは人間の没落

(FallofMan)の神話を踏襲 しているといえるし､Orphanageは原罪を回

復すべき"Offerlng"であったといえよう｡ しか しながらその Orphanage

が火災で消失するとき､全ての救いもまた消失 してしまったといえる｡第

三幕でMrsAlvingが､

ThewholethlngburntI..burnttothegroundl(p 28)

と言い､そしてOswaldが､

EverythlngWlllburn.Allthatrecallsfather'smemorylS

doomed Heream I,too,bumingdown (p 29)

と言うのは､まさに"Offering"による救済が失敗に帰 したこと､つまり人

間の原罪はあいもかわらず継承されていくのだということを象徴 している

といえる｡
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Pierreにおいては､SaddleMeadowが没落以前のエデン､そしてそこ

に住 む Pierreは没 落 以前 の ア ダムで あ り､ その Plerreが Saddle

Meadowを捨て､ニューヨークへと旅立つ過程は人間没落 (FalLofMan)

の神話のイメージを受けつぐものであるとはすでに述べたところである

が､作品の後半分を占めるPierreの二ュ-ヨークでの生活､そして作品

中 "god111ke"あるいは "dem1-god"とも表現されるPierreのニューヨー

クでの苦難はこれまた受難のキリス トのイメージと重なってくるのであ

る｡父親の "Sin"､すなわち原罪の回復はIsabelの救済を通 してなされ

るはずであった｡ しかし彼自身の彼女との "incestuous"な関係はIGhosts

におけるOrphanageの消失同様､全ての救済が無に帰すと同時に､彼自

身の破滅へとつながっていくのである｡CharlesFeldelsonが､

JustasNarcissuswasdrownedlnthefountain･anymap
whopursuestheImagetoofarw上lllosehlSSense .

と述べているように､純真な青年 Plerreは確かに理想を求めるあまり理

性を失ってしまったということはいえるかもしれない｡その点では､同じ

破滅でも自身の救 いを Reginaに求め､ "Mother,ReglnalSmyOnly

salvation!"(p26)と叫ぶ Oswaldの受動性とは好対称をなしているといえ

よう｡

Ⅵ.むすぴ

Ibsenの少年時代は父親の商売も順調で比較的めぐまれたものであった

と思われる｡しかしながら平穏な日々も長くは続かなかった｡彼が8才の

時､父の商売が失敗倒産 し､以後､苦難かつ破乱に満ちた青年時代を過ご

すことになる｡ GrlmStadの薬品会社で奉公として働き､さらには､急進

的労働運動にも加わり､集会やデモ､労働連盟の機関誌の執筆等に関わっ

ていく｡のちに彼の戯曲にあらわれる社会問題を追求していく姿勢もこの

あたりに基をおくのであろう｡またMelvllleも､8人兄弟の第三子として､

その少年時代はめぐまれたものであったようであるが､彼が12才の時､父

の商売が失敗倒産 し､Ibsen同様､商店や農場の手伝いをするなど苦しい
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青年時代を過ごしている｡そして1841年､彼の人生に転機をもたらすこと

となる捕鯨船に乗りこんでいくことになるのである｡父親の商売の失敗倒

産から派生する家庭の経済的危機が多感な少年の以後の人生に影響を与え

たことは想像に難 くない. Ghosts,Pwrre両作品の類似性には､そのよう

なIbsen,Melvllleの blOgraphlCalな側面､特に父親の商売の失敗倒産､

そして若き息子たちの苦難の日々の姿が投影されているように思われる｡

両作家はその父親像､そして自らの苦難の青年像を､父親の"Sin"が理想

に燃える若き青年 Oswald,Plerre(ともに芸術を志す｡ Oswaldはパリで

芸術の勉強中であるし､Plerreはニュ-ヨークにおいて小説を書きつづ

ける)をともに破滅へとみちびくかたちに置きかえ､さらには人間没落の

神話 (MythoftheFallofMan)に迫ったのであろうか｡そして奇 しくも

両作品はともに､その発表当時には評価されず､むしろ一般読者や書店の

店頭から放逐されたのであった｡
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NOTES

l.JohnGassner,ATreasuryOfTheatre,VoHT(NewYork:SlmOn&

Schuster,Inc,1970),p 3.

2.HenrlkIbsen,Ghosts(Jolm Gasnner,edATreasuryofTheatre,Vol

Ⅲ),p.13.本論文中の引用は全て当版による｡

3.JohnGassner,A TreasuryofTheatre,p 5.

4.CharlesMoorman,"Melvllle'spierreandtheFortunateFall,'

AmericanLiterature,ⅩIV(1953),p.17.

5.HermanMevllle,Pierre(NewYorkNewAmericanLibrary.Inc,

1964),p.89 本論文中の引用は全て当版による｡

6.Brlan Johnson,"ArchetypalRepetitioninG̀host5',"Scandlnaman

Studies,Vo141(1969),p_117

7.Ghostsにおいては､OswaldとReginaの "incestuous"な関係を暗

示する場面が第一幕終盤で描かれる｡隣室から聞こえてくるReginaの言

秦 "Oswaldltakecaretareyoumad?Letmegol"に､MrsAlvingは憤然

となり､ "GhostslThecouplefromtheconservatory- rlSenagaLnl"と叫

ぶのである｡

8.CharlesFeidelson,"Note"toMoby-Dwk(IndlanapOllS･Bobbs-

MerrlllCo lnc.,1975),p.26
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ABSTRACT

The Father's Sins in Ibsen's Ghosts and Melville's Pierre

Masashi Taira

When Ibsen wrote A Dolts House in 1879, the work caused a major

sensation throughout the whole world because of its theme of "women's

liberation" But the next work Ghosts, written in 1881, caused even more

sensation in "polite society," describing the corruption of the family

caused by the sins of the father. It was this work, Ghosts, that made Ibsen

"the most influential drmatist of the modern theatre."

After having established his literary career with the masterpiece,

Moby-Dirk, Melville published Pierre in 1852 Most novels before Pierre,

such as Typee. Omoo, Mardi, and Moby-Dick as well. are largely sea stories.

In Pierre, Melville's world becomes a Hawthorne-like land, in which the

sins of the father bring down a catastrophe upon Pierre and his family.

Although Ibsen and Melville are great writers who lived in the same

period in the 19th century, there is no evidence that these two writers had a

literary acquaintanceship and there is no indication that they knew each

other or were familiar wi th each other's works. However. these two works,

Ghosts and Pierre, have rather similar plots and characters, even though

they are different in genre-Ghosts is a drama and Pierre a noveL In this

paper, I will analyze the similarities of these two works, then approach the

"Myth of the Fall of Man," centering on the father's sins and the

consequent fall of their children-Oswald and Pierre, and finally give

biographical remarks on the probable cause of these similarities.
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